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整合 

「（仮称）第３次宇都宮市観光振興プラン」の策定に伴う 

現状等について 

 

◎ 趣 旨 

  「（仮称）第３次宇都宮市観光振興プラン（以下「第３次プラン」とい

う。）」の策定にあたり，現状等について協議するもの 

 

１ 計画策定について 

 ⑴ 目 的 

  ・ 令和４年度から令和５年度にかけて，多くのＭＩＣＥ開催を可能とす

る宇都宮駅東口交流拠点施設や本市が目指すＮＣＣの形成に向けた公共

交通ネットワークであるＬＲＴの開業により交流人口の拡大が図られ，

さらには，「（仮称）大谷観光周遊拠点施設」の開業により，本市の観光

拠点である大谷地域の更なる活性化等が図られるなど，本市の観光を取

り巻く環境が大きく変化していく。 

・ このような変化に柔軟かつ迅速に対応するとともに，「スーパースマー

トシティ」を構成する社会の一つである「地域経済循環社会」の実現に

向け，戦略的に新たな観光施策を展開できるよう，「第３次プラン」を策

定する。 

 

⑵ 策定計画の位置づけ 

  「第６次宇都宮市総合計画」の分野別計画であり，政策の柱「「魅力創

造・交流の未来都市」の実現に向けて」に位置する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第６次宇都宮市総合計画 

（仮称）第３次宇都宮市 

観光振興プラン 
（関連計画） 

宇都宮ブランド戦略指針 

宇都宮市国際化推進計画 

宇都宮市食料・農業・農村基本計画 

宇都宮市自転車のまち推進計画 

宇都宮市文化振興基本計画 

うつのみや産業振興ビジョン 

宇都宮市ＭＩＣＥ戦略 

宇都宮市経済・地域の活性化 

に向けたスポーツ都市戦略 

資料２ 

大谷地域振興方針 



－２－ 

⑶ 計画期間 

   令和５年度から令和９年度までの５年間 

 

２ 第３次プランの構成 

   別紙１  のとおり，本市観光の現状等を分析し，また観光を取り巻く社

会環境の変化等を捉えたうえで課題を抽出し，戦略や施策を導出していく。 

 

３ 本市観光の現状 

  本市観光の現状と第２次プランにおける５年間の取組の評価等について

は， 別紙２  のとおり 

 

４ 観光を取り巻く社会環境の変化等について 

  国内旅行者や訪日外国人旅行者の現状や，国や県の取組については 

 別紙３  のとおり 

 

５ 本市観光の課題 

  現状を踏まえた課題の抽出とその対応の方向性については，  別紙４  の

とおり 

 

６ 今後のスケジュール 

  令和４年１０月１９日  第１回策定懇談会 

      １０月下旬   ＷＧ 

      １１月上旬   策定委員会（課長級） 

      １１月中旬   第２回策定懇談会 

      １１月下旬   関係部長会議 

      １２月上旬   政策会議 

      １２月中旬   

  令和５年 １月中旬   

       １月下旬   ＷＧ 

       ２月上旬   策定委員会（課長級） 

       ２月中旬   第３回策定懇談会 

       ２月下旬   庁議 ⇒ 公表 

 

現状等の分析 

パブリックコメント 

素案 

最終案 


